
レクチャーと授業@ 湘南藤沢キャンパス（SFC）

IJLは、インドと日本間の学術交流を強化するために、インド政府関連機関より1名、2大学から
１名ずつ、教育者を招待しました。

● 2024年春学期 

   
IJLでは、春学期に「インドの文化・環境・テクノロジー」をテーマにした「インドクラ
ス」を開講しています。2024年春学期（4月～7月）のオンライン授業は5年目を迎え、慶応
義塾大学各キャンパスから309名の学生が「インドクラス」に登録し、5年目と比較して70%
以上の増加を記録しました。

楽天によるイノベーションに関する2つのセッションと、慶応義塾大学の学生ファシリテー
ターによる特別質疑応答セッションは大変好評でした。パデコ寄附講座では開発がテーマで
す。企業パートナーの皆様、そしてインドと日本の産学官、そして両国の政府関係者の皆様
に深く感謝申し上げます。

● 2024年秋学期
   ① インド社会科学研究評議会（ICSSR）： リチャ・シャルマ博士

② バッテール・カレッジ （西ベンガル州ダンタン）: ウダイ・チャテルジー助教授
③ ヴィシュワ・バーラティ（西ベンガル州シャンティ二ケタン）：モウスミ・バタチャリヤ助教授

2025年3月10日：南アジア災害研究機関連合
（SAADRI）、日印研究ラボ、Inspire イン
ドネシアが、博士・修士課程の学生向けク
リティカルライティングワークショップを
開催しました。

博士・修士課程学生向け教育

楽天インド法人副会長の白石翼氏
と楽天チームは、楽天とイノベー
ションをテーマに、インドクラス
で90分間2コマ（2週分）の特別
セッションでご講義をしてくださ
いました（2024年５月）。

イノベーション講義

慶應義塾大学
日印研究ラボ(IJL)
2024-25年度 活動報告
https://indiajapanlab.org/

2024年度は、嬉しい驚きとともに幕開けしました。「インドクラス」（インドの文化、環

境、テクノロジー）の受講登録者が300名を超えました。インド大科学大学大学院ベンガ

ルール校（IISc Bengaluru）と共同で、第2回科学技術イノベーションフォーラムを慶応義塾

大学で開催し、盛況のうちに幕を閉じました。インドの多くの高等教育機関との連携を通

じ、インド国内の教育関係者や学生との交流を深め、インドの東西南北と広がっています。

日印研究ラボ（India Japan Laboratory:IJL）は、国立研究開発法人科学技術振興機構（JST)

さくらサイエンスプログラムに採択され、3名のインド人学生を共同研究のために招へい予

定です。1年間を通して一貫したサポートをいただいた産業界の皆様に深く感謝申し上げま

す。2024年度の活動報告書は、皆様のご厚意により、より充実したものとなりました。

「インドクラス」5年目

開発コンサルタントの宮原
光（ひかり）氏 (SFC卒)より、
パデコでの仕事を通して、
開発の展望についてご講演
を し て く だ さ い ま し た
（2024年5月）。

開発講義



西ベンガル州における日印研究ラボの活動報告書

これは、2024年7月に西ベンガル州で実施された活動に関する報告書です。

訪問の主な目的は、地域の状況、地形、および政治経済の特有の課題を考

慮しながら、防災コミュニケーションを通じて防災意識を広めることです。

報告書は以下のリンクからダウンロードできます。

https://indiajapanlab.org/wpIJ/wp-content/uploads/2024/08/Journalism-and-

Risk-communication-Report.pdf

オリッサ州とアーンドラ・プラデーシュ州におけるシステミックリスク管

理について、統合災害レジリエンス・フレームワークとシステミックリス

ク能力評価手法を用いて詳細に分析。重要なインフラと相互接続されたシ

ステム全体のレジリエンスを強化するためのシステミックアプローチに重

点を置いています。

報告書は以下のリンクからダウンロードできます。
https://indiajapanlab.org/wpIJ/wp-content/uploads/2024/09/18.-Systemic-Risk-India.pdf

災害リスク管理の強化：インドにおける世界、
国家、州の枠組みに関する体系的視点

慶応義塾大学日印研究ラボが企画する授業である「インドの文化・環
境・テクノロジー」を受講した学生による日印二国間関係に関する考察
をまとめた報告書。2023年春学期に同授業を受講した約200名の学生が、
授業を通して最も印象に残った点についてレポートを提出。レポートの
分析から、日印二国間関係をさらに深めたいという学生の強い思いが明
確になりました。
報告書は以下のリンクからダウンロードできます。
https://indiajapanlab.org/wpIJ/wp-content/uploads/2024/09/19.-India-Class-

2024.pdf

インドのインド理科大学院ベンガルール校と慶応義塾大学インド日本研究所の共
催で開催された日印STI学術セミナーおよび日印STIフォーラムの報告書です。
学界、産業界、政策立案者から積極的な参加がありました。慶応義塾大学の学生
も参加し、日印関係について学びました。
報告書は以下のリンクからダウンロードできます。
https://indiajapanlab.org/wpIJ/wp-content/uploads/2025/01/IJL-STI-SESSION-

REPORT-2024.pdf

日印二国間関係と将来について：
次世代の探究：学生たちと彼らが目指すもの

第2回日印科学技術イノベーションフォーラム
（2024年）開催報告：

インクルーシブな発展に向けて @慶応義塾大学

https://indiajapanlab.org/wpIJ/wp-content/uploads/2024/08/Journalism-and-Risk-communication-Report.pdf
https://indiajapanlab.org/wpIJ/wp-content/uploads/2024/08/Journalism-and-Risk-communication-Report.pdf
https://indiajapanlab.org/wpIJ/wp-content/uploads/2024/09/18.-Systemic-Risk-India.pdf
https://indiajapanlab.org/wpIJ/wp-content/uploads/2024/09/19.-India-Class-2024.pdf
https://indiajapanlab.org/wpIJ/wp-content/uploads/2024/09/19.-India-Class-2024.pdf
https://indiajapanlab.org/wpIJ/wp-content/uploads/2025/01/IJL-STI-SESSION-REPORT-2024.pdf
https://indiajapanlab.org/wpIJ/wp-content/uploads/2025/01/IJL-STI-SESSION-REPORT-2024.pdf


◼ ショウ教授のグローバル・レジリエンス・イノベーション・ラボ
（GRIL）全員が、3日間のイベントの運営を手伝ってくれました。

◼ 第2回日印科学技術イノベーションフォーラムで発表された41件
の学術論文は2冊にまとめられ、インド科学研究所ベンガルール
と共同で2025年に出版される予定です。

◼ インド科学大学院大学(IISc): アンジュラ・グルトゥー教授、博士
課程学生のミンヌ・マリエッカルさん、社会政策研究所より
ヴィーナ・グルラジャさん

◼ 慶応義塾大学IJL：ショウ教授、川根上席所員、博士課程在籍の
ディヴィヤ・スレーシュさん

日印科学技術イノベーションフォーラム

2024年12月6日 於：三田キャンパス

学術セミナーで発表者とともに記念写真＠SFC

在日インド大使シビ・ジョージ閣下、ご来賓の方々、伊藤学長、土屋理事、ご支援をいただいた企業ご関係者の方々と主催者 

第二回日印科学技術フォーラム（於：慶應義塾大学）

テーマ: 包括的な開発に向けて

The Core Team for STI Forum 



All the student volunteers on the stage

インド・日本STIフォー
ラム2024の中核を担う学
生たち：レポーターや円
滑な運営のためのファシ
リテーターなど、さまざ
まな役割でSTIフォーラ
ムをサポートしました。

イベントパートナー

日本側：
日印協会（JIA）
インド側：
インド日本ビジネス協
議会（IJBC）プネ

企業パートナー
MIXI様の迅速かつ寛大
なご支援のおかげで、
このカンファレンスは
バイリンガルかつ持続
可能な形で開催するこ
とができました。

企業サポーター
インド系で日本に拠点
を置く TechMahindra
社とFidel Softech社は、
親切かつ迅速なサポー
トを提供してください
ました。

Perseverance to Innovation: From Perception to Perspectives, From Ideas to Interactions

新たにコラボの機会
が到来!! 
マヒンドラ大学は
IJLとコラボレー
ションの可能性につ
いて話し合いを開始。

フォーラム後、パネリスト、支援者の皆様、
日印研究ラボメンバー



北インド
インド工科大学デリー校との連携：災害時の捜索ロボットとし
て「スネークロボット」を開発中。
慶應義塾大学博士課程在籍中の加藤奈保美氏、ラニット・チャ
タルジー博士、ショウ ラジブ教授は、インド工科大学デリー校
の農村技術アクショングループ（RuTAG）との連携について討議。

東インド
災害リスクコミュニケー
ションのためのジャーナ
リスト研修ワークショッ
プを開催
インド東部、西ベンガル
州のシャンティニケタン
とダージリンで、ジャー
ナリスト向けの研修が実
施されました。印日研究
所によるこのような研修
は3年連続となります。

コルカタのセント・ザビ
エルズ・カレッジとMOU
を締結しました。

People to People 

Exchange in India

IJLは、慶応義塾大学S.A.L.
メンバーによるハリヤナ州
のO.P.ジンダル大学および
グジャラート州のNGO訪問
を支援
慶応義塾大学に本部を置く
団体S.A.L.の学生5名のイ
ンド訪問の一部をコーディ
ネート支援。S.A.L.メン
バーは、「Send Out（国際
問題を伝える）」「 Aid
（助けを求める人を助け
る）」「Learn（世界の現
実を学ぶ）」をモットーに、
インドでの研修旅行を実施。

 西インド  
ムンバイ公立学校でのXR教育
生徒たちはXR技術の基礎を学び、ARとVRの違いを体験した後、
創造性を活かしてVRスクリーンで将来のエネルギー状況を視覚
化しました。高根佐知子兼任研究員は、ショウ ラジブ教授と共
にワークショップを実施しました。
ムンバイ・スタンダード・コンソーシアム
本学大学院政策・メディア研究科の小林宏人教授および細谷博
美教授と協力し、本学修士課程在籍中のセイラ・マリー・チェ
リアンさんは、労働者の住宅環境の最低基準を確保することを
モットーに共同研究を行っています。
インド工科大学デリー校農村技術推進グループ（RuTAG）と連携
マハラシュトラ州では、防災と気候変動対策のためのセンサー
を開発中です。
インダス大学とのMOU締結（2025年3月）
両大学代表者の訪問を経て、2025年3月31日に学部間および学生
間の学術交流に関するMOUが締結されました。



NITカリカット校：ダイレクターのプラサード・クリシュナ教授
と調査統括のフィローズ教授とダス教授（IIMK）とともに

JST さくらサイエンスプログラムに2024年に採択される: 慶応義塾大学日印研究ラボは、
「持続可能性とレジリエンス：日本のSociety 5.0から学ぶ（Sustainability and Resilience—
Learning from Society 5.0 of Japan） 」をテーマにした共同研究のため、インドからの学生
受け入れ先に選定されました。インド工科大学グワハティ校のジェビン・スルタナ・アーメドさ
ん、インド工科大学ハイデラバード校のニディ・プラタープさん、そしてシャシャンク・アン
シュ・クマールさんが3ヶ月間、慶応義塾大学に招へいされます。 IJLは、2025年6月19日に慶応
義塾大学湘南藤沢キャンパスで開催される合同会議「防災、気候変動、持続可能な開発における
イノベーション：レジリエントな未来への道（ Innovations in Disaster Risk Reduction, 
Climate Change, and Sustainable Development: Pathways for a Resilient Future ）」に、
スディープ・ミトラ教授（インド工科大学グワハティ校）、シヴァ・ジー教授（インド工科大学
ハイデラバード校）、パルメシュワール・ウドマレ教授（インド工科大学ボンベイ校）を迎え入
れます。慶応義塾大学からは、ショウ教授とIJL主任研究員の川根上席所員がプロジェクトの事
業提案、研究協力計画を担当、実行には博士・修士学生と協働します。

2024年のワヤナンド土砂災害によって被災した地域を合同調査 
 (2025年1月12日) 

インド国ケララ州ワヤナンド土砂災害
(2024年)共同研究

インド経営大学コージーコーデ校の学生たちが日
印研究ラボが企画した日本体験プログラムに
2023年に参加後、ケララ州での共同研究を計画・
実施。
ナショナル・インスティテュート・オブ・テクノロジー
カリカット校 (NIT-C)：モハンマド・フィローズ教授、
クリシュナダス・ナイールさん（修士学生）
インド経営大学コージーコーデ校 (IIMK)：アアヌ
パム・ダス教授、サルマン・ファリスさん、サンジェイ・
クリシュナンさん（両者とも修士学生）
慶應義塾大学日印研究ラボ：ショウ ラジブ教授、
川根友上席所員、セイラ・メリー・チェリアンさん（修
士学生）インド経営大学コージーコーデ校にてデーバシーシュ・チャテルジーダイレクター

とインド工科大学ボンベイ校のシャシャンクさん（博士課程学生）

 南インド  
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